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I.はじ め に     である。
ラベルワークとは,人間の知的活動,とりわ
看護教育に携わる者として,病院の看護研究  け知識の発信・交流および図解思考の道具 (媒
の指導をすることがある。その際,「問題意識  体)としてラベルを用いる理論と技術の体系の
から研究課題へと洗練化し,さらに研究目的へ  ことであり,林が1994年頃から用い始めた概念
と明確化していく行程が難しい」という声をよ  である (林,1994,2002,2004)。
く聞く。実際,研究論文の査読をしていて,研   そこで本研究では,今回考案したラベルワー
究課題がもう少し洗練され,それに基づいて綿  ク技法を用いた看護研究デザイン法について ,
密な計画が立案されていれば,もっといい研究  評価検討していくことを目的とした。
になっただろうに,と思うことがある。
このような思いから,実際に日頃臨床で感じ        Ⅱ.研究 方 法
ている問題意識→研究課題→研究目的へと絞り
込み,目的に添った対象や方法が選択できるま  1.対  象
でのプロセスを,手順化し進めやすくするため,   日本精神科看護技術協会島根県支部が主催し
ラベルワークによる展開方法を考えた (以下,  た平成18年度「看護研究」の研修会受講者の内,
看護研究デザイン法とする)。 それは,ラベル  研究の主旨および方法等について説明し,同意
ワークの手法が手順化しやすく,少人数制によ  の得られた看護者を対象とした。
る思考の発信・交流を繰り返しながら知識を創  2.方  法
1)無記名自記式による質問紙(A4版1枚)を,**1,7西川病院  *2.5島根県立湖陵病院
2日目の研修開始時に配布し,研修終了時に*3安来第一病院  *4島根県立中央病院
*6島根大学医学部付属病院             会場出口に設置した回収箱に自主提出とした。
*8海星病院    *9人雲病院 2)調査内容の項目
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石橋 照子・吾郷美奈恵・梶谷みゆき
















































































































































































松原 峰子・川原 仁美・三原 記子
問題 (疑間)共有シー トのイメージ
表2対象者の概要
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11     244
26     57.8
































とくに かなり わるい 拳 よ い かなり
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The method foF deSig?襲雪ntting FeSearch
using the label work techique
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Hitomi KAwAHARA*S,NorilKo MIn銀ご 6,Noriyo Y嵐贔凱m*7,
Sanae N6ヽU干8 and Miyuki KoDAMA・9
Abstract
_ As a mehod for designillg nursing research,we used a seminar tO study he
labd work techniquc in lluFS?g,we aeked 47 particわantS WhO attended the
‐ se?inar to色1l out an anOnykmous clucsuo44alFe and 45 participants answered he
俺SuI ShOWed ttat hey favorably evaluated he foh?ng items the method is
easy to pttcわateぅ o ttstle,and to aFrange he idea,tO shaFe ideas witll oher
members,We found that ulne management for literattre revlew and a deep∝un‐
derstanding of the pFOCeduFe bOtt req?re further exalnination.
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